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ポーラ、まずはプーだ!」ぼくの言葉に従って、ポーラがプーにサイコシールドをかけた
とたん、敵の口から、キラキラ光る無数の粒が飛び出した。ダイヤモンドのようなその粒は、
勢いよくポーラの体を取り巻く。とたんに、ポーラの動きが止まった。なんと彼女は、光を
受けて輝くダイヤモンドの体にされてしまったのだ!
「ワハハハハハ……ダイヤモンド攻撃だ。手も足も出まい〓
サイコシールドをポーラにかけておけばよかったと思ったが、すでに後の祭。ポーラ抜き
で戦うのは、かなりつらそうだ、どうする〓
『いのちのうどん』もしくは『いのちの角笛』は?
●どちらもない……325へ●いのちの角笛のみある273
〓フ3へ
1O4ヘ
●両方もしくはいのちのうどんのみある10a
●両方もしくはいのちのうどんのみある
24フ
ばくは、ひとまずママのところへ帰ることにした。ふらつく足を必死で動かし、なんとか
ママたちのところまでたどりついたとき、ぼくはもう息も絶え絶え(HPマイナス3)。ママ
は、まっ青な顔をしたぼくに驚き、すぐさま血清を打ってくれた。
「さあ、これで大丈夫よ、ネス……」5分もすると、さっきまでの寒気が嘘のようになくな

